
ダウン症候群の
臨床診療と研究の最前線

大阪発達総合療育センター
WEB公開講演

社会福祉法人 愛徳福祉会 大阪発達総合療育センター
問い合わせ担当：公開講座係 aitoku@osaka-drc.jp

講師 ： 教授 北畠康司先生

大阪大学大学院医学系研究科 小児科学

日時 ： 令和６年９月１２日（木） １７：４５～１９：００

会場 ： 大阪発達総合療育センター ５階ホール もしくは
ZOOM配信

申込 ： 参加費 無料
定員 ５００名
申込締め切り ９月５日（木）

申込方法 ＵＲＬまたはＱＲコードから申込フォーム     
にアクセスし、必要事項をご入力ください
ＵＲＬ https://forms.gle/42Ap2C8a5b63P4dS6

 返信メールを送りますので、受講終了時までやり取りが可能なPCアドレス
でお申し込みください

 お申し込みは先着順とし、定員超過の場合は調整させていただく場合があ
ります

 ご入力いただいた個人情報は本講座のみに使用します
 講座の視聴に際し、録音・録画等はご遠慮ください
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講師
教授 北畠 康司 先生

講師プロフィール

きたばたけ やすじ

北畠 康司 氏

主な経歴
1995年 大阪大学医学部医学科 卒業
2004年 医学博士取得（京都大学）
2004年 米国ジョンズ・ホプキンス大学神経科 研究留学（～ 2009年）
2010年 科学技術振興機構さきがけ（iPS細胞と生命機能領域）研究員
2011年 大阪大学大学院医学系研究科小児科学助教
2017年 大阪大学医学部附属病院総合周産期母子医療センター 講師
2020年 大阪大学医学部附属病院総合周産期母子医療センター准教授
2024年 大阪大学大学院医学系研究科小児科学教授 現在に至る

症候群の詳細な病態モデルを構築し、知的障害の病態解明を進め
ています。ダウン症候群は古くて新しい疾患です。新たな技術と
斬新なアイデアによって、ダウン症候群の知的障害に対する真の
治療法開発につなげていきたいと考えています。

小児科・新生児専門医として新生児医療
の発展に取り組むとともに、知的発達と
その障害に興味をもち基礎研究を進めて
きました。とくにiPS細胞とゲノム編集
技術を高度に組み合わせることでダウン

大阪大学大学院医学系研究科・医学部ホームページ より抜粋
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